
議会に関する情報は、
町のホームページでも
公開しています。

京極町ＨＰ

2
ページ 6月定例会の主な審議内容

5
ページ 意見案

6
ページ

ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一　般　質　問

町

極

京
議会での主な審議内容をお知らせします

2021年（令和３年）６月定例会号議会だより 第175号

みんなで水泳教室みんなで水泳教室
（学童保育）（学童保育）
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令和3年

第２回定例会
６/18

　令和３年第２回定例会は６月18日に招集され、

会期を１日間と決めたあと、諸般の報告、行政報

告、監査報告、一般質問、報告２件、専決処分３件、

補正予算１件、その他議案１件、意見案１件を審議

し、同日閉会しました。

報

告

情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情

報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
済
）

内容

町
長
は
、
毎
年
度
終
了
後
３
か

月
以
内
に
、
各
実
施
機
関
に
お

け
る
条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
議
会

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況

　

令
和
２
年
度

　

開
示
請
求　

１
件

　

処
理
状
況　

開
示
…
…
…
…
…
な
し

　
　
　
　
　
　

非
開
示
…
…
…
…
１
件

　
　
　
　
　
　

明
ら
か
に
し
な
い
…
な
し

　
　
　
　
　
　

公
文
書
不
存
在
…
な
し

　

不
服
申
立　

な
し

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　

令
和
2
年
度

　

開
示
請
求　

な
し

令
和
２
年
度

京
極
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
報
告　
（
報
告
済
）

内容

年
度
内
の
執
行
が
困
難
で
あ
る

た
め
令
和
２
年
度
の
事
業
を
翌

年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

【
農
業
費
】

・
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金

２
５
３
０
万
５
千
円

　

収
益
力
強
化
に
計
画
的
に
取
り
組
む

産
地
に
対
し
、
農
業
者
等
が
行
う
高
性

能
な
機
械
・
施
設

の
導
入
や
栽
培
体

系
の
転
換
等
に
対

し
て
総
合
的
に
支

援
す
る
事
業
で
す
。

専

決

処

分

専
決
処
分
と
は
…
本
来
、
議
会
の

議
決
・
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
時
間
的
に
議

会
の
招
集
を
待
て
な
い
緊
急
な
場

合
な
ど
に
、
行
政
運
営
の
遅
れ
や

滞
り
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団

体
の
長
が
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
、
議
会
の
議
決
・
決
定
の

前
に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
で
す
。

京
極
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
（
承
認
）

内容

「
令
和
３
年
度
税
制
改
正
大
綱
」

を
踏
ま
え
た
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
３
年
法
律
第

７
号
）
が
令
和
３
年
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
、
原
則
と
し
て
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
本
町
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
は
、
町
民
税
で
は
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
特
例
の
延
長
、
※
１

セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
見
直
し
、
固
定

資
産
税
で
は
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税

の
負
担
調
整
措
置
の
延
長
、
軽
自
動
車

税
で
は
税
率
区
分
の
見
直
し
、
臨
時
的
軽

減
の
延
長
、
種
別
割
の
※
２

グ
リ
ー
ン
化

特
例（
課
税
）の
見
直
し
を
す
る
も
の
で
す
。

※
１ 

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
と
は
…

医
療
費
控
除
の
特
例
で
、
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
で
対
象
と
な
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

（
医
療
用
医
薬
品
で
使
わ
れ
て
い
る
成
分
を
含

む
も
の
）
を
１
年
間
に
１
万
２
０
０
０
円
以
上
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購
入
し
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
部
分
の
金
額
が

最
大
８
万
８
０
０
０
円
ま
で
所
得
控
除
で
き
る

と
い
う
制
度
で
す
。

※
2 

グ
リ
ー
ン
化
特
例
と
は
…
排
出
ガ
ス
性

能
及
び
燃
費
性
能
に
優
れ
た
自
動
車
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
の
性
能
に

応
じ
て
、
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税

を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
新
車
新
規

登
録
等
か
ら
一
定

年
数
を
経
過
し
た

自
動
車
に
対
し
て

自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
を
重
課
す

る
も
の
で
す
。

京
極
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正　
　
　
　
（
承
認
）

内容

令
和
３
年
度
分
の
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
に
つ
い
て
も
財
政

支
援
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
本
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
の
特
例
の
対
象
を
、
納
期

限
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
の
令
和
３
年
度
分
の

国
民
健
康
保
険
税
と
す
る
も
の
で
す
。

過
疎
地
域
の
公
示
に
よ
る
固
定

資
産
税
の
課
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正    

　
（
承
認
）

内容

令
和
３
年
３
月
31
日
で
期
限
切

れ
と
な
る
「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
」
に
代
わ
り
、
令
和
３

年
４
月
１
日
を
施
行
期
日
と
す
る
新
法

「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
が
、
３
月
31
日
に

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
は
過

疎
地
域
の
指
定
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
税
制
特
例
・
減
収
補
填
措

置
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
は
、
本
条
例
の
失
効
前
に

取
得
し
た
固
定
資
産
の
課
税
免
除
の
適

用
に
対
応
す
る
た
め
、
条
文
の
整
備
を

行
う
も
の
で
す
。

補

正

予

算

令
和
３
年
度

京
極
町
一
般
会
計
（
第
１
回
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
２
２
０
０
万

８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
39
億
９
５
８
１
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
国
庫
補
助
金
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

１
９
０
０
万
円
追
加

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

給
付
事
業
交
付
金

３
０
０
万
８
千
円

歳
出
の
内
容

【
児
童
福
祉
費
】

・
時
間
外
勤
務
手
当

　

５
万
円

・
消
耗
品
費

10
万
円

・
印
刷
製
本
費

　

８
万
２
千
円

・
通
信
運
搬
費

２
万
１
千
円

・
払
込
手
数
料

５
千
円

・
シ
ス
テ
ム
改
修
費

72
万
６
千
円

・
コ
ピ
ー
借
上
料

２
万
４
千
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
　

２
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま

え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ

と
り
親
世
帯
分
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
商
工
費
】

・
京
極
町
休
業
協
力
支
援
金

９
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
京
極
町
の
独
自
要
請
に

協
力
し
た
事
業
者
に
対
し
、
支
援
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。
交
付
額
は
、
北

海
道
の
緊
急
事
態
宣
言
措
置
に
対
す
る

協
力
支
援
金
に
準
じ
ま
す
。

・
京
極
町
持
続
化
支
援
金

１
０
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
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出席者はこのように表記しています 　 議長　 副議長　 正副議長　 全員・議員多数

5月

24日

北海道新幹線建設促進後志・

小樽期成会総会（書面開催）

北海道横断自動車道黒松内・

小樽間建設促進期成会総会（書面開催）

6月

10日

北海道町村議会議長会第72回定期総会

（書面開催）

後志町村議会議長会臨時総会（書面開催）

羊蹄山麓町村議会正副議長会臨時総会

（書面開催）

令和３年度京極町地域安全協会総会
（書面開催）

11日

総務並びに産業建設合同常任委員会
議会運営委員会

７日

京極町地域安全協会役員会

（公民館）

20日

全員協議会

議会活動日誌
議会議員は定例議会や
臨時議会のほか、各種
研修や町内の行事など
に参加しています。

18日

令和３年第２回定例会　開会・同日閉会

25日

令和３年第１回

羊蹄山ろく消防組合議会臨時会

（倶知安町）村上・後藤組合議員

7月

8月

4日

慶和園ふれあいの夕べ −STAY HOME−

（慶和園）

6日

議会だより編集委員会

に
係
る
緊
急
事
態
措
置
に
伴
う
飲
食

店
の
休
業
・
時
短
営
業
又
は
外
出
自
粛

等
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
緊
急
事
態

措
置
が
実
施
さ
れ
た
月
の
う
ち
措
置
を

受
け
て
月
間
売
上
が
２
０
１
９
年
ま
た

は
２
０
２
０
年
の
同
月
比
で
20
％
以
上

50
％
未
満
減
少
し
て
い
る
事
業
者
に
対

し
、
支
援
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

︻
対
象
業
種
︼
運
輸
業
・
郵
便
業
、
卸

売
業
・
小
売
業
、
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
・

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
・
娯
楽
業
（
日
本
標

準
産
業
分
類
に
よ
る
）

︻ 

交 

付 

額 

︼
法
人　

20
万
円
／
月

個
人　

10
万
円
／
月

請
負
契
約
の
締
結

京
極
町
簡
易
水
道
浄
水
場
設

置（
そ
の
１
）工
事
（
原
案
可
決
）

︻
契
約
の
目
的
︼
京
極
町
簡
易
水
道
浄
水

　
　
　
　
　
　

場
設
置（
そ
の
１
）工
事

︻
契
約
の
金
額
︼
８
億
６
９
０
０
万
円

︻
契
約
の
相
手
方
︼
樋
口
・
日
星
・
古
屋
経

　
　
　
　
　
　

常
建
設
共
同
企
業
体

︻
契
約
の
方
法
︼
指
名
競
争
入
札

8日

議会だより編集委員会

27日

議会だより編集委員会
全員協議会

2日

自由民主党北海道第四選挙区

支部移動政調会（倶知安町）
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林業・木材産業の成長産業化に向けた施策
の充実・強化を求める意見書 　　　　（原案可決）

提出者　村上敦議員

　本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、林産物の供給等

の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるためには、「植えて育てて、

伐って使って、また植える」といった森林資源の循環利用を進める必要がある。

　森林の整備を進め、木材を積極的に利用していくことは、山村地域を中心とする雇用・所得の拡

大による地方創生にも大きく貢献するものである。さらに、2050年までに温室効果ガスの排出量を

実質ゼロとする国の目標の達成に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若返りや長期間炭素を

固定する木材利用の促進など、全国一の森林資源を有する北海道において本町と道が連携して森林

吸収源対策を積極的に推進することが必要である。

　本町をはじめ、道内各地域では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の実現に向

け、森林整備事業及び治山事業や林業成長産業化総合対策事業等を活用し、植林・間伐や路網の整備、

山地災害の防止、木造公共施設の整備、林業事業体の育成など、様々な取組を進めてきたところである。

　本道の森林を将来の世代に引き継いでいくため、活力ある森林づくりや防災・減災対策をさらに

進め、森林資源の循環利用による林業・木材産業の成長産業化が実現できるよう、施策の充実・強

化を図ることが必要である。

　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１　森林の多面的機能を持続的に発揮し、2050年カーボンニュートラルの実現に貢献するため、適

切な間伐と伐採後の着実な再造林の推進に必要な森林整備事業予算や、防災・減災対策の推進

に必要な治山事業予算を十分に確保すること。

２　森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長産業化を実現するため、ＩＣＴ等の活用によ

る林業イノベーションの推進、生産・流通体制の強化、都市の木造化などによる道産木材の販路

拡大、森林づくりを担う人材の育成などに必要な支援を充実・強化すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。

令和３年６月18日

北海道虻田郡京極町議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　船場英雄

【提出先】衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣・農林水産大臣・

経済産業大臣・国土交通大臣・環境大臣・復興大臣

意 見 案



一
般
質
問
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問

75
歳
以
上
の
方
の
接
種
率
で
す
。

希
望
さ
れ
な
い
方
が
ど
の
く
ら

い
お
ら
れ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
で
き

る
だ
け
接
種
し
て
も
ら
う
よ
う
再
度
案

内
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

　

ま
た
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
や
、
外

国
人
や
町
内
に
住
民
票
を
有
し
な
い
方

な
ど
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
に
つ
い
て
本
町
で
は
、
高

齢
者
の
９
割
の
方
々
が
接
種
を
希
望
し
、

そ
の
う
ち
の
７
割
が
２
回
目
の
接
種
を

終
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
日
程
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
国
か
ら
の
連
絡
が
な
く
、
判

明
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
ワ
ク
チ
ン

が
順
調
に
供
給
さ
れ
ま
す
と
、
８
月
末

頃
を
目
途
に
集
団
接
種
を
終
え
ら
れ
る

よ
う
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
立
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
未
接
種
者
を
含
め
、
町
の

集
団
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
都
合
が

つ
か
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
再
度
接
種

希
望
の
調
査
を
実
施
し
て
、
個
別
で
の

接
種
も
含
め
て
案
内
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

外
国
人
の
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
70

名
程
度
が
本
町
に
居
住
し
て
い
ま
す
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
案
内
文
な
ど

は
翻
訳
し
た
も
の
を
送
る
な
ど
と
と
も

に
、
そ
の
所
属
先
の
町
内
企
業
等
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
接
種
を
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
町
外
に
居
住
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
居
住
先
の
自
治
体
で
も
接
種
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
接
種
券
の
送
付
時

に
案
内
文
で
周
知
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
町
内
イ
ベ
ン
ト

問

京
極
町
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
、
町
民
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
し
ゃ
っ
こ
い
ま
つ
り
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
の
中
止
が
決
定
さ
れ
、
町

民
へ
の
報
告
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
町
内
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
お
答

え
く
だ
さ
い
。

答

梅
田
町
長　

実
行
委
員
会
の

方
々
に
は
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
代
わ
っ
て
町
民
の
皆
様
を
活
気
づ

け
る
よ
う
な
催
し
を
考
え
ら
れ
な
い
か

と
い
っ
た
思
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

町 長

８
月
末
頃
を
目
途
に
集
団
接
種
を
終
え
ら
れ
る
よ
う

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
立
て
て
い
き
た
い

城 田 幸 俊 議
員
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後
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
、
引
き
続
き
必
要
な
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
が
主
催
す
る
各
種
会
議
な
ど
に

つ
い
て
は
、
会
場
の
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
た
上
で
、
参
加
者
の
方
々
の

理
解
と
協
力
も
得
な
が
ら
、
新
た
な

生
活
様
式
で
の
活
動
の
場
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

元
気
回
復
応
援
事
業
の
継
続

問

昨
年
好
評
だ
っ
た
元
気
回
復

応
援
事
業
を
継
続
し
て
は
ど

う
か
。
多
く
の
町
民
が
ふ
だ
ん
行
っ
た

こ
と
の
な
い
飲
食
店
で
食
事
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
飲
食
以
外
で
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
継
続
す
る
た
め
に

マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
の
配
布
で
も
い

い
し
、
ま
た
金
額
を
減
ら
し
て
で
も
こ

の
事
業
を
継
続
で
き
な
い
も
の
か
伺
い

ま
す
。

答

梅
田
町
長　

こ
の
た
び
の
補
正

予
算
で
支
援
金
を
給
付
す
る
こ

と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う

こ
と
で
提
案
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
と
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
見

極
め
な
が
ら
、
必
要
な
対
策
を
時
期
を

逸
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
国
や
道
の

動
向
も
注
視
し
て
い
く
考
え
で
す
。

学
校
教
育
関
連
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
予
定
事
業
は

問

学
校
教
育
関
連
で
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
緊
急
事
態
宣
言

で
行
事
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
主

な
も
の
を
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

答

横
路
教
育
長　

現
宣
言
下
に
お

い
て
も
引
き
続
き
健
康
観
察
、

手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
る
基
本

的
な
感
染
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
室
内
換

気
、
身
体
的
距
離
の
確
保
な
ど
に
よ

り
、
健
全
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
の
予
定
事
業
で
す
が
、
小
学
校

で
は
９
月
に
修
学
旅
行
、
10
月
に
学
芸

会
を
予
定
し
、
中
学
校
で
は
７
月
に
体

育
大
会
、
９
月
に
文
化
祭
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
修
学
旅
行
を
５
月
か

ら
10
月
下
旬
に
延
期
し
、
例
年
実
施
し

て
い
る
１
年
生
、
２
年
生
の
町
外
研
修

も
そ
れ
ぞ
れ
８
月
、
10
月
に
延
期
を
し

て
取
り
組
む
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
教

職
員
等
の
優
先
接
種
が
あ
る
よ

う
に
聞
い
て
い
ま
す
。
実
際
ど
の
く
ら

い
の
方
が
接
種
さ
れ
た
の
か
を
伺
い
ま

す
。答

横
路
教
育
長　

教
職
員
等
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
現

在
５
名
の
方
が
接
種
を
し
て
い
ま
す
。

当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
っ
た
ワ
ク
チ
ン

を
活
用
す
る
と
い
う
趣
旨
の
取
組
と
聞

い
て
い
ま
す
。

新型コロナウイルスワクチン新型コロナウイルスワクチン

集団接種のようす（公民館）集団接種のようす（公民館）
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問

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ

い
て
は
、
も
と
も
と
２
か
年
の

事
業
だ
っ
た
も
の
が
、
１
年
目
の
事
業

終
了
時
に
予
定
し
て
い
た
農
地
が
水
害

で
２
年
目
の
事
業
計
画
が
見
込
め
な
い

状
況
に
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
行
政
は
何
の
手
だ
て
も
せ

ず
、
取
組
主
体
に
任
せ
き
り
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
至
る

と
こ
ろ
で
排
水
能
力
を
超
え
る
雨
水
が

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
対
策

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答

梅
田
町
長　

事
業
を
予
定
し
て

い
た
農
地
が
水
害
に
遭
っ
た
件

は
、
町
の
担
当
課
も
状
況
を
把
握
し
、

振
興
局
な
ど
と
の
仲
介
も
含
め
て
連
携

し
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

排
水
を
す
る
施
設
が
道
路
側
溝
な
の

か
、
農
業
用
排
水
路
か
は
い
ろ
い
ろ
と

違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
昨

今
の
集
中
的
、
局
地
的
な
雨
の
降
り
方

と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
て
、
改
善
が
必

要
な
箇
所
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上
で
、
今
後
対

策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

問

い
ま
だ
に
町
長
は
道
路
側
溝
か
、

あ
る
い
は
農
業
用
排
水
路
に
な

る
か
と
い
う
よ
う
な
答
弁
し
か
返
っ
て

こ
な
い
。
少
し
残
念
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

そ
れ
ぞ
れ
に
必
要

な
対
策
が
あ
る
と
申
し
上
げ
た

だ
け
で
、
こ
れ
か
ら
必
要
な
対
策
の
箇
所

を
し
っ
か
り
確
認
し
て
、
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

町
独
自
の
救
済
措
置
の
検
討
を

問

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す
。

本
町
も
独
自
の
要
請
協
力
に
対

し
て
休
業
協
力
支
援
金
、
持
続
化
支
援

金
と
１
９
０
０
万
円
の
予
算
措
置
を
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

国
や
道
の
支
援
金
で
は
漏
れ
て
し
ま
う

事
業
主
に
対
し
て
の
も
の
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
こ
の
予
算
は
、
商
工
労
働
振

興
費
の
中
で
国
や
道
か
ら
の
支
出
金
が

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
町
独
自
の
も

の
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
税

の
負
担
軽
減
措
置
や
助
成
金
の
延
長
、

拡
充
な
ど
様
々
な
救
済
措
置
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

定
住
促
進
に
つ
い
て
で
す
。
町
内
で

住
宅
が
建
築
中
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

昨
今
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
雨
水
の

被
害
対
策
は

町 長

道
路
側
溝
や
排
水
路
整
備
な
ど
、

改
善
が
必
要
な
箇
所
の
対
策
を
検
討
し
て
い
く

渡 邊 昭 議
員
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が
、
今
ま
で
住
ま
わ
れ
て
い
る
家
と
隣

接
し
て
お
り
、
将
来
そ
の
屋
根
か
ら
の

落
雪
に
よ
り
問
題
が
生
じ
か
ね
な
い
状

態
で
す
。
京
極
町
の
建
築
指
導
要
綱
に

は
何
の
規
制
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
構
築

物
等
に
対
す
る
指
導
要
綱
を
見
直
す
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

京
極
町
も
こ
れ
か
ら
、
乱
開
発
と
言

え
ば
言
葉
が
少
し
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、

い
ろ
ん
な
方
が
外
国
人
を
含
め
て
京
極

町
に
定
住
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
い

ち
早
く
こ
の
指
導
要
綱
に
つ
い
て
、
き

ち
ん
と
し
た
決
ま
り
事
を
つ
く
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
問
題
が
起
き

て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

町
独
自
の
商
工
業

の
振
興
に
関
し
て
、
昨
年
度
は

元
気
回
復
応
援
事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
発
行
し
、
今
年
度
も
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

税
の
負
担
軽
減
は
、
昨
年
来
コ
ロ
ナ
禍

で
様
々
な
税
の
猶
予
も
行
わ
れ
て
お
り
、

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
築
住
宅
を
建
て
る
際
の
指
導
要
綱

に
つ
い
て
、
京
極
町
は
都
市
計
画
区
域

で
は
な
い
の
で
、
新
築
物
件
を
建
て
る

と
き
に
は
基
本
的
に
は
建
築
工
事
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
近
隣
住
宅
と
の
近

接
は
境
界
線
か
ら
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
距
離
を
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
落
雪
の
飛
距
離
の
確
保
に
つ
い

て
は
今
後
と
も
、
届
出
の
あ
っ
た
方
に

説
明
し
、
未
然
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

指
導
要
綱
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
状

況
が
倶
知
安
町
の
よ
う
に
多
く
の
建
物

が
建
つ
状
況
が
見
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。　

観
光
協
会
の
法
人
化　
　
　

問

観
光
振
興
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
を
解
決
す
る
に
は
、
現
在
の

観
光
協
会
の
法
人
化
を
進
め
、
町
は
金

は
出
す
が
、
口
は
出
さ
な
い
と
い
う
こ

と
で
一
度
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

答

梅
田
町
長　

そ
の
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
よ
う
な
、
適
切
な
目
標

を
し
っ
か
り
と
掲
げ
て
考
え
て
い
く
こ

と
や
、
観
光
協
会
を
支
え
る
基
盤
と
な

る
事
業
実
施
体
制
と
い
っ
た
も
の
の
構

築
が
必
要
で
す
。

今
後
の
町
政
運
営
は　
　
　

問

町
長
の
考
え
は
、
そ
の
部
局
に

任
せ
て
や
っ
て
い
る
。　
　

　

し
か
し
、
何
か
町
長
の
一
方
的
な
思

い
だ
け
が
先
走
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
私
に
は
見
え
ま
す
。

　

温
泉
だ
け
が
土
日
休
館
、
平
日
は
通

常
ど
お
り
営
業
す
る
。
し
か
し
、
ふ
き
だ

し
公
園
等
、
ほ
か
の
施
設
は
全
て
休
館
に

な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
と
き
に
一
緒

に
町
民
の
声
を
聞
か
な
か
っ
た
の
か
。
そ

の
時
に
温
泉
を
利
用
す
る
町
民
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
た
ら
、
結
果
は
変

わ
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

振
興
を
進
め
る
上
で
最
も
大
切
な
の

は
人
口
の
増
で
す
。
そ
こ
で
、
お
聞
き
し

ま
す
。
本
年
度
の
予
算
の
中
で
そ
の
た

め
の
措
置
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
、
ま
た
ど
う
い
う
対
策
を
し
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。
町
村
合
併

を
し
な
く
て
も
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
防
止
と
、
公
衆
浴
場
の
衛
生

上
の
課
題
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
そ
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
増
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
や
れ

ば
人
口
が
増
え
ま
す
、
と
い
う
の
は
難

し
い
の
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
な
が
ら
人
口
減
少
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
。
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問

今
後
の
観
光
開
発
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
名
水
プ
ラ
ザ
、

京
極
温
泉
が
建
設
さ
れ
た
と
き
と
現
在

で
は
、
時
代
背
景
、
経
済
環
境
も
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
今
の
コ

ロ
ナ
禍
で
、
外
国
人
観
光
客
が
ど
の
程

度
回
復
す
る
の
か
、
先
の
見
通
し
が
読

み
づ
ら
い
中
で
、
京
極
町
は
過
疎
法
の

適
用
か
ら
外
れ
る
地
区
と
な
り
、
特
例

期
間
の
う
ち
に
大
き
な
事
業
を
展
開
す

る
必
要
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
自
然
と
の
調

和
、
癒
し
効
果
と
水
、
食
の
お
い
し
さ

も
堪
能
で
き
る
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

今
後
も
よ
り
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込

む
た
め
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
か

お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
観
光

資
源
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長
に
は
、
ス
リ
ー
ユ
ー
パ
ー
ク

で
の
集
客
す
る
た
め
の
考
え
が
あ
る
か

お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
観
光
客
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
観
光
振
興
で
は
、
ふ
き
だ

し
公
園
を
中
核
と
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施
に
よ
り
観
光
客
の
集
客
並

び
に
周
遊
を
促
す
こ
と
で
、
新
た
な
魅

力
の
掘
り
起
こ
し
や
感
動
に
出
会
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新

た
な
誘
客
施
設
と
し
て
は
、
町
内
に
昨

年
体
験
型
施
設
も
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
、

加
え
て
飲
食
業
、
小
売
業
な
ど
の
活
性

化
に
向
け
て
も
観
光
の
点
を
つ
な
げ
て

面
的
な
広
が
り
と
な
る
よ
う
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
き
だ
し
公
園
は
、
観
光
施
設
で
あ

る
と
と
も
に
町
簡
易
水
道
の
水
源
地
と

し
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
基
盤
で
も
あ
り
、

町
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産

で
あ
る
と
い
う
観
点
も
含
め
て
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
道
の

支
援
に
よ
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
水
資
源
を
未
来
に
つ
な
ぐ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

京
極
温
泉
は
、
公
衆
浴
場
と
し
て
の

位
置
づ
け
も
あ
る
温
泉
施
設
と
し
て
安

全
、
安
心
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
な

ど
適
切
に
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
き
だ
し
公
園
の
中
核
施
設
で
あ
る

名
水
プ
ラ
ザ
や
物
産
販
売
施
設
、
京
極

温
泉
の
い
ず
れ
も
が
整
備
か
ら
相
当
の

多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の

考
え
は

町 長

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

等
で
、
新
た
な
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
た
い

大 野 利 明 議
員
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年
数
を
経
過
し
、
建
て
替
え
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
ス
リ
ー
ユ
ー
パ
ー
ク
と
の

関
連
性
に
も
留
意
し
て
今
後
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
作
業
中
の
総
合
計
画
策

定
の
中
で
、
町
民
皆
様
の
意
見
も
伺
い
な

が
ら
、
今
後
の
ふ
き
だ
し
公
園
周
辺
整

備
基
本
計
画
の
年
次
計
画
に
も
反
映
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

横
路
教
育
長　

ス
リ
ー
ユ
ー

パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
利
用
さ
れ

る
方
々
に
施
設
を
繰
り
返
し
使
っ
て
い

た
だ
け
る
、
町
内
外
の
人
を
引
き
つ
け

ら
れ
る
施
設
の
維
持
が
で
き
れ
ば
、
後

の
集
客
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
利
用
者
、
関
係
各
位
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多
く
の
皆
様
に

心
地
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
と
と
も

に
、
施
設
を
会
場
に
し
た
事
業
や
さ
ら

な
る
利
用
の
見
込
み
を
図
る
た
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
一
計
を
案
じ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

動
画
を
使
っ
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を

問

観
光
で
来
ら
れ
た
方
の
中
で
、

京
極
温
泉
や
ス
リ
ー
ユ
ー
パ
ー

ク
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
ブ
ロ

グ
等
で
発
信
を
さ
れ
て
い
る
方
が
結
構

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
写
真
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
今
は
動
画
と
い
う
流

れ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ふ
き
だ
し
公
園
や
温
泉
周

辺
が
本
当
に
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
て
自

然
環
境
の
中
に
建
物
が
あ
る
と
い
う
部

分
を
、
空
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で
動
画
を

撮
っ
て
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
カ
メ
ラ
の
目
線
を
人
の
目
線

に
し
て
、
温
泉
や
ふ
き
だ
し
公
園
の
遊

歩
道
を
歩
い
て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に

水
の
噴
き
出
し
口
が
見
え
る
の
か
、
遊

歩
道
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
動
画

で
ア
ッ
プ
し
て
、「
自
然
に
恵
ま
れ
て

い
る
」「
き
れ
い
な
水
」
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
紹
介
方
法
も
取
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答

梅
田
町
長　

写
真
で
は
な
く
動

画
で
と
い
う
こ
と
に
も
十
分
配

慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
目
線
の
撮
影
の
カ
メ
ラ
も
、
簡

易
に
つ
け
ら
れ
る
カ
メ
ラ
が
大
変
人
気

だ
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
個
人
的
で
は

あ
り
ま
す
が
、
遊
歩
道
も
い
い
の
で
す

け
れ
ど
も
、
冬
に
た
く
さ
ん
の
除
雪
機

械
が
リ
ズ
ム
よ
く
動
い
て
い
る
姿
な
ど

も
、
動
画
に
し
て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
た
ら
い
い
と
い
う
話
を
担
当

課
に
は
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
と
い
っ
た
も
の
も
必
要
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く

発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観光協会が実施するデジタルスタンプラリーのチェックポイント（ふきだし公園湧水口）観光協会が実施するデジタルスタンプラリーのチェックポイント（ふきだし公園湧水口）
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表紙写真表紙写真をを募集しています！募集しています！
　京極町議会の本会議は、どなたでも

傍聴できます。庁舎２階の議会事務局

で受け付けを行っていますので、ぜひ

傍聴にお越しください。

議会を傍聴しませんか？

あなたの写真が議会だよりの表紙になります。

テーマはテーマは「京極大好き！」「京極大好き！」
京極の美しい風景、みなさんの笑顔、

季節を感じる写真など、なんでも結構です。

詳しくは議会事務局（42-2111）まで。

ご応募お待ちしています。

57
年
ぶ
り
の
自
国
開
催
と
な
っ

た
東
京
五
輪
。
獲
得
し
た
金
メ

ダ
ル
は
、
史
上
最
多
に
な
り
ま
し
た
。
感
動
の
毎
日
で
し

た
が
、
一
方
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
「
第
５
波
」
感
染
力
の

強
い
変
異
ウ
イ
ル
ス
デ
ル
タ
株
の
急
速
な
感
染
拡
大
で
複

雑
な
心
境
で
す
。
残
念
で
す
が
、
今
年
も
本
町
の
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
等
が
全
て
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
５
月
か
ら
始

ま
っ
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
８
月
末
で
町
民
接
種
希

望
者
の
９
割
が
終
了
す
る
予
定
で
す
が
、
接
種
後
も
感
染

対
策
を
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
社

会
情
勢
が
日
々
変
化
を
し
ま
す
。
本
当
に
一
日
も
早
く
安

心
安
全
な
日
常
を
取
り
戻
し
た
い
で
す
。　

（
中
村
厚
子
）

みんなみんなのの

声声をを町政町政にに

編

集

後

記 「陳情」「請願」をご存じですか？
　町政への要望や意見を議会に提出する

ことができます。議員の紹介のあるもの

を請願、ないものを陳情と呼んでいます。

　提出された陳情・請願は、議会運営委

員会で協議し、付託された委員会で審査

することに決定したものは慎重に審査さ

れ、本会議で最終的に採択か不採択にな

ります。採択されたものは、町長などに

その結果を伝え実現を図ります。

京極町で「ガンバル人」を紹介します。

第２回は、ＳＵＥ塾を経営する竹内瑞穂さんです。

　たまたま単身で北海道に移り住み、たまたま

借りた大家さんに「京都で予備校講師をしてい

たのなら、ここで塾をやればいいじゃないか」

と言われ、気軽な気持ちで塾を始めました。同

時に朝刊の新聞配達と倶知安のヤマト運輸のア

ルバイトも始めました。私は九州出身で雪かき

もまともに出来ず、当時は新聞配達も寝坊ばか

りで大変迷惑をかけました。羊蹄山麓の景色を

見るとアメリカの大自然Mt.レーニアの麓
ふもと

に住

んでいたのを思い出し、毎日冒険気分で折り畳

み自転車をこぎ、倶知安のヤマト運輸まで通っ

ていました。そんな北海道の暮らしは外国みた

いで本当に新鮮でした。

　京極町での生活は困難もありますが、出会っ

た人たちとの縁のおかげで、自由で好きなよう

に暮らしています。

 最後に突然ではありますが、京極がもっと面

白くなるので、24時間使えるインドアテニス

コートを町に造ってほしいです！

次回の定例会は

９月中旬開会予定です 

第  2 回 ＳＵＥ（スー）塾

授業中の竹内瑞穂さん


